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親鸞聖人は『教行信証』信文類で、「信心」
きょうぎょうしんしょう しんもんるい

とは複雑なものではない「一心」のことであ

り、涅槃の真実の因であるということを主張
ね はん

されています。

「涅槃」は梵語ニルヴァーナの音写とされ、
ぼん ご

意訳では「滅度」とされています。これは釈
めつ ど

尊以来、迷いの世界である輪廻を解脱するも
りん ね げ だつ

のとして、仏教で一貫して目標とされている

静かなさとりの境地（涅槃 寂 静 ）のことを
じゃくじょう

いいます。その涅槃に至る道には、初期仏教

以来、瞑想、六波羅蜜、天台の止観、真言の
めいそう ろく は ら みつ し かん

三密、禅など、さまざまな方法（行）が提唱
さんみつ ぎょう

され、浄土教も釈尊一代の仏教の流れにあり、

浄土に往生した後に得るという相違はありま

すが、目標はやはり同じく涅槃です。

また、今月のことばの表現は、おそらく法
ほう

然聖人の『選択集』を承けたものと考えられ
ねん せんじゃくしゅう う

ます。「生死の家には疑をもって所止となし、
しょう じ いえ うたがい し ょ し

涅槃の城には信をもつて能入となす（迷いの
みやこ しん のうにゅう

世界に輪廻し続けるのは、本願を疑いはから

うからであり、さとりの世界に入るには、た

だ本願を信じるよりほかはない）」。

親鸞聖人はおそらくこの文を継承して、そ
もん

の涅槃の本当の原因が「信心」であるとし、

「信心」が涅槃の真因であるとされました。

今月のことばは、「涅槃の真因はただ信心

をもつてす」という語り方によって法然聖人

の念仏往生の教えを説かれたものです。それ

は、「ただ信心」という複雑でない言い方に

よって多くの人を誘引し、伝統にしばられず、
ゆういん

人間の内面に焦点をあてて新しい仏道という

ものを示された言葉といえます。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

今月法語カレンダーのことば

涅槃の真因は ただ信心をもってす
ね しんいん しんじん

▲ 待望の開花、蓮の花 （７月３１日撮影・当山）
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台
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落
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落
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。
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下記の日は緊急を除き仏事は休み
ます。よろしくお願いします。

◎ ８ 月
１９日（月）～２０日（火）
２１日（水） 終 日
２３日（金） 終 日

◎ ９月
１６日（月） 終 日
２３日（日） 終 日

◎ １０月
８日（火） 終 日

２０日（日） 終 日

◎ １１月
１５日（金） 終 日

下記の日は仏事はお受けできませ
ん。よろしくお願いします。

10月6日（日）～10月7日（月）

仏事お休みのお知らせ

ホームページ開いています。

ＵＲＬ https://konkouji.jp/

８月８日現在アクセス数 ９１，７０７人
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あ
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に
も
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た
も
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だ
か
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。
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独
尊
だ
よ
」

天
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こ
の
言
葉
は
文
字
ど
お
り
、
「
世
界
中
で

最
も
勝
れ
た
も
の
」
と
い
う
意
味
な
の
で
、

世
間
が
「
独
り
善
が
り
の
う
ぬ
ぼ
れ
」
と
誤

ひ
と

よ

解
し
て
も
、
無
理
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
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ね
。し

か
し
、
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は
お
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迦
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ま
の
言
葉
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し

ゃ

か

す
。
仏
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に
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
お
釈

迦
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ま
が
七
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あ
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、
右
手
を
天
に
左
手

を
地
に
指
差
し
て
宣
言
し
た
言
葉
と
伝
え
ら

れ
、
誕
生
偈
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
ん
じ
ょ
う

げ

『
長
阿
含
経
』
に
よ
る
と
、
元
来
、
ヴ
ィ

じ
ょ
う

あ

ご
ん
き
ょ
う

パ
ッ
シ
仏
と
い
う
、
は
る
か
に
昔
の
仏
が
誕

生
し
た
と
き
に
唱
え
た
同
趣
旨
の
偈
で
し
た

げ

が
、
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
の
と
き
、
他
の
人

び
と
が
賞
賛
し
た
言
葉
と
な
り
、
や
が
て
、

お
釈
迦
さ
ま
自
身
の
宣
言
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
釈
迦
さ
ま
が
成
道
後
、
ペ
ナ
レ

じ
ょ
う
ど
う

ス
に
赴
か
れ
る
途
中
で
出
会
っ
た
ウ
パ
カ
に
、

同
じ
趣
旨
の
偈
を
説
か
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
我
」
は
も
ち
ろ
ん
、

お
釈
迦
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自
身
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
私

た
ち
一
人
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と
り
の
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我
」
と
考
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た
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ど

う
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し
ょ
う
。

私
と
い
う
人
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は
、
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た
だ
一
人

の
人
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で
あ
り
、
誰
も
と
っ
て
か
わ
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
か
け
が
え
の
な
い
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す
。

国
や
民
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、
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的
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。
だ
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一
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と
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厳
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こ
の
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葉
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い
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葉
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か
。

四
月
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日
は
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、
お
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ご
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を
お
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す
る
日
で
す
。
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